
編集後記

　『郵政博物館　研究紀要』第14号をお届けします。巻頭エッセイ 1本、論文 3本、資料紹介
1本、書評 1本の構成です。
　本年も郵政歴史文化研究会（以下、研究会）より意欲的な研究報告が寄せられました。本年
度も新型コロナウイルス感染症により、各分科会の調査も思うように進めにくい状況であった
ことと思います。
　本年度は、研究会座長が石井寛治氏から杉山伸也氏、第 1分科会の主査が石井寛治氏から巻
島隆氏、第 5分科会の主査が山本光正氏から杉山正司氏に代わり、田良島哲氏を主査とした第
6分科会が発足し、郵政歴史文化研究会は新たな門出を迎えました。
　巻頭エッセイをご寄稿くださいました新井氏をはじめ、研究会各位に心より感謝申し上げま
す。また、今号への寄稿を見送られた会員の方々も、来年度、鋭意ご執筆いただけることと楽
しみにしております。
　本誌も今号で14号を迎え、新たな気持ちで幾何か改変いたしました。今後も当館に眠る貴重
な資料に光を当て、郵政歴史文化という研究領域を一層活気づけるために、編集事務局も方策
を模索してまいります。研究者の皆さまには、どうかこれからも温かいご支援を賜れますよう
お願いいたします。
� （編集事務局・村山）

［編集委員（郵政歴史文化研究会 主査）］
　杉山　伸也（慶応義塾大学名誉教授）
　巻島　　隆（群馬大学情報学部非常勤講師）
　新井　勝紘（専修大学文学部元教授）
　杉浦　勢之（青山学院大学名誉教授）
　杉山　正司（埼玉県立文書館前館長）
　田良島　哲（国立近現代建築資料館主任建築資料調査官）
� （分科会担当順）
［編集事務局］
　田原　啓祐（郵政博物館主席学芸員）
　村山　隆拓（郵政博物館学芸員）
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